
国
労
岡
山
は
4
月
25
日
に
全

国
安
全
行
動
日
と
合
わ
せ
て
安

全
問
題
で
あ
る
福
知
山
脱
線
事

故
と
近
隣
住
民
の
足
で
あ
る
ロ
ー

カ
ル
線
問
題
を
守
る
た
め
の
行

動
を
行
な
っ
た
。

福
知
山
打
線
事
故
か
ら
20
年

の
節
目
で
あ
り
、
二
度
と
悲
惨

な
事
故
は
起
こ
し
て
は
い
け
な

い
た
め
の
街
宣
行
動
で
あ
る
。

行
動
内
容
は
新
見
駅
、
神
代
駅
、

市
岡
駅
、
野
馳
駅
、
矢
神
駅
、

東
城
駅
に
て
チ
ラ
シ
配
り
街
宣

行
動
を
岡
山
地
本
、
退
職
者
の

会
、
岡
山
県
労
会
議
、
新
見
市

議
の
仲
間
た
ち
28
名
の
参
加
の

も
と
行
動
を
行
な
っ
た
。

実
際
に
ロ
ー
カ
ル
線
に
乗
っ

て
現
状
を
把
握
し
な
い
と
解
ら

な
い
の
で
列
車
に
乗
り
乗
客
に

呼
び
か
け
る
班
と
車
で
各
駅
に

向
か
い
街
宣
・
チ
ラ
シ
配
り
を

す
る
班
と
分
か
れ
て
行
動
を
行

な
っ
た
。

新
見
駅
か
ら
東
城
駅
に
か
け

て
小
林
委
員
長
、
青
山
書
記
長

が
安
全
と
公
共
交
通
の
確
立
に

つ
い
て
福
知
山
脱
線
事
故
か
ら

20
年
が
経
過
し
１
０
７
名
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
、
５
６
３
名
の

負
傷
者
が
発
生
す
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
鉄
道
事
故
の
歴
史

か
ら
見
て
も
未
曽
有
の
大
惨
事

に
な
っ
た
。
国
労
は
「
福
知
山

線
脱
線
事
故
を
忘
れ
な
い
！
そ

し
て
、
こ
う
し
た
事
故
を
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
！
」
と
の

決
意
に
立
ち
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
確

保
を
求
め
る
取
組
強
化
、
安
全
・

安
心
の
公
共
交
通
を
め
ざ
し
奮

闘
し
二
度
と
事
故
が
起
こ
ら
な

い
様
に
企
業
体
質
改
善
を
訴
え

た
。
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
は
コ
ロ
ナ
禍

を
契
機
に
人
減
ら
し
合
理
化
、

業
務
委
託
施
策
を
押
し
進
め
安

心
・
安
全
と
は
か
け
離
れ
た
無

人
駅
化
を
進
め
人
員
・
技
術
継

承
な
ど
も
で
き
な
く
教
育
不
足

に
よ
る
保
守
・
点
検
の
技
術
低

下
に
よ
り
輸
送
の
安
全
が
大
き

く
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
口
実
に
人
員
削

減
や
無
人
駅
化
は
利
用
客
の
利

便
性
を
無
視
し
て
い
る
。

許
せ
な
い
施
策
は
断
固
と
し

て
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
安
心
・

安
全
・
地
域
の
足
・
ロ
ー
カ
ル

線
を
守
る
た
め
声
を
上
げ
て
い

こ
う
！
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